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コラム1：寺田寅彦『天災は忘れられたる頃来る』 地震災害 24事例

コラム2：河道閉塞による湛水（天然ダム）の表現の変遷 噴火関連災害 8事例

コラム3：八ヶ岳大月川岩屑なだれによる天然ダムの形成（887）と303日後の決壊 降雨災害 19事例

コラム4：寛文二年（1662）の近江・若狭地震と町居崩れ その他 3事例

コラム5：イタリア・バイオントダム（1963）の被災地を訪ねて 計 54事例

コラム6：1707年富士山宝永噴火～長期間に及んだ土砂災害～ 天然ダム 25事例

コラム7：1792年の島原大変肥後迷惑 火山地域災害 14事例

コラム8：高田地震（1751）による日本海側の無数の大規模土砂災害

コラム9：高田地震（1751）による名立崩れと追立山の地すべり

コラム10：日光・大谷川流域の地形特性と土砂移動特性

コラム11：寛文二年（1662）の日光大災害

コラム12：1707年の宝永地震による仁淀川』中流・舞ヶ鼻の天然ダム

コラム13：1707年の宝永地震と半年後の豪雨による高知県東洋町名留川の大規模崩壊

コラム14：1707年の宝永地震と富士川・下部湯之奥の天然ダム

コラム15：1502年の姫川流域・真那板山の大崩壊と天然ダム

コラム16：1714年の信州小谷地震による姫川・岩戸山の天然ダム

コラム17：豪雨（1757）による梓川上流・トバタ崩れと天然ダム

コラム18：天明三年（1783）の浅間山天明噴火と鎌原土石なだれ

コラム19：天明三年（1783）の浅間山天明噴火と天明泥流

コラム20 ：善光寺地震（1874）による土砂災害

コラム21：善光寺地震（1874）による犀川の岩倉山天然ダム

コラム22 ：飛越地震（1858）による土砂災害

コラム23：飛越地震時の鳶崩れと天然ダム決壊洪水

コラム24：天保五年（1834）の富士山の大規模雪代災害

コラム25：石打の大規模地すべり（1176）と松之山町湯本地すべり

コラム26：安政東海・南海地震（1854）による土砂災害

コラム27：周防大島で発生した1886年の激甚な土砂災害

コラム28：明治22年（1889）紀伊半島豪雨による土砂災害

コラム29：1892年に四国東部で発生した高磯山と保勢の天然ダム

コラム30：寛政西津軽地震（1793）による追良瀬（おいらせ）川上流の天然ダム



コラム31～54
コラム31：天正十三年（1586）の天正地震による土砂災害

コラム32 ：明治24年（1891）の濃尾地震直撃による土砂災害

コラム33：濃尾地震後の豪雨による土砂災害

コラム3４：富士川支流・大柳川における天然ダムの形成と災害対策

コラム35：姫川左支・浦川の稗田山崩れ（1911）と天然ダムの形成・決壊

コラム36：豪雨（1914）による安倍川中流・蕨野の河道閉塞と静岡市街地の水害

コラム37：関東地震（1923）による横浜の土砂災害－9月1日のプールの逃避行ルートを歩く－

コラム38：関東地震（1923）による神奈川県東部の土砂災害－横須賀地区と浦賀地区の土砂災害地点を歩く－

コラム39：関東地震（1923）による丹沢山地の土砂災害－秦野駅から震生湖周辺の土砂災害地点を歩く－

コラム40 ：関東地震（1923）による小田原市の土砂災害－根府川・白糸川流域の大規模土砂災害地点を歩く－

コラム41：伊豆大島・元町の土砂災害史と「びゃく」

コラム42：東京都・山梨県の土砂災害を示す「びゃく」

コラム43：神奈川県・静岡県・千葉県の土砂災害を示す「びゃく」

コラム44：カスリーン台風（1947）による土砂災害地点を歩く

コラム45：長野県西部地震（1984）による御岳崩れと土石流

コラム46：広島安佐南区・八木地区の災害伝説と大正15年（1926）災害

コラム47：広島周辺の枕崎台風（1945）による土砂災害地点を歩く

コラム48：大分県日田市大山町の山際地すべり（1987）と災害関連対策

コラム49：富士川右支小武川・ドンドコ沢の巨大深層崩壊と岩石なだれ

コラム50：1991年のピナツボ火山の大噴火後25年間の地形変化

コラム51：マヨン火山の2000年噴火と警戒・避難

コラム52：高知県中央部の地形・地質条件と土砂災害との関係

コラム53：長者地すべりの地形・地質特性と地すべり変動の経緯

コラム54：昭和47年（1972）の高知県繁藤災害



コラム別月別アクセス数（2015年4月～2018年10月）
2015年 2016年 2017年 2018年 内 コ コラム 本

コラム名 事例名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 計 モバイル ラ 頁数 頁数

1678 811 715 1012 563 525 936 654 987 924 636 817 1046 1279 1142 841 845 964 836 1504 1804 2192 2642 2265 2353 2571 2324 3233 5676 3377 2976 1933 2583 2857 2151 2947 3046 5385 4612 11256 5556 8919 5415 106,788 28,826 ム

コラム初 1041 459 421 555 292 264 467 317 439 388 275 349 290 390 382 213 183 310 217 409 350 481 567 422 508 437 372 662 655 555 478 199 529 495 274 482 491 651 476 983 411 976 638 19,753 2,467 初 　

コラム1 寺田寅彦 637 98 53 38 16 8 17 11 25 17 8 17 20 19 14 13 0 16 4 23 9 44 42 20 47 40 30 38 43 34 24 10 46 18 20 38 32 64 36 60 16 56 46 1,867 161 1 2 2

コラム2 天然ダム名称 155 40 41 18 14 32 17 21 26 14 17 21 26 28 17 19 20 15 32 49 48 44 21 48 56 64 64 38 54 38 32 38 56 20 42 34 58 60 114 39 56 62 1,646 213 2 4 4

コラム3 北八ヶ岳 83 90 49 27 25 49 37 87 43 24 35 29 37 53 81 56 43 76 79 110 91 99 101 106 140 110 110 2515 282 228 144 146 186 72 135 132 242 204 224 242 434 212 7,268 3,465 3 6 6

コラム4 町居崩れ 97 38 18 9 21 20 18 16 13 28 20 66 22 21 18 16 14 35 80 68 14 31 58 60 68 66 34 58 36 36 28 24 12 36 74 36 118 134 42 98 64 1,603 589 4 7 6

コラム5 バイオントダム 14 103 23 40 27 27 26 48 23 31 36 45 43 68 50 47 67 63 88 118 432 57 135 102 118 116 116 158 175 126 102 132 105 92 78 174 300 362 144 503 112 4,626 1,649 5 6 6

コラム6 富士山宝永噴火 119 22 23 46 24 40 40 27 37 60 26 43 35 40 24 31 57 60 86 91 91 94 70 100 132 120 316 104 54 96 78 50 114 40 72 92 136 90 118 112 2,898 786 6 9 8

コラム7 島原大変肥後迷惑 67 50 19 25 20 38 64 49 46 343 249 88 72 71 94 78 150 127 190 142 175 172 264 188 190 180 158 146 144 128 176 124 162 238 256 214 211 144 130 138 5,520 1,748 7 7 6

コラム8 高田地震1 97 38 15 11 21 31 12 15 36 36 24 17 11 18 15 24 40 40 18 23 30 14 28 38 38 30 18 12 16 24 20 28 14 50 42 50 39 50 42 1,125 196 8 10 8

コラム9 高田地震2 78 22 17 14 21 11 19 15 37 36 27 16 15 15 62 49 44 54 43 44 52 42 74 52 42 38 22 20 48 12 66 36 32 24 68 34 74 62 1,437 403 9 8 6

コラム10 日光大谷川 106 22 26 20 16 21 22 22 22 18 15 21 15 19 34 38 16 19 48 48 28 52 54 124 28 28 28 26 28 42 34 62 54 66 40 58 72 1,392 519 10 8 8

コラム11 日光大災害1662 99 13 11 19 11 16 5 14 6 14 12 16 14 30 48 40 36 45 66 84 42 58 58 70 50 42 60 62 32 44 42 54 45 158 86 66 74 1,568 531 11 9 9

コラム12 宝永地震仁淀川 10 104 18 12 13 12 19 15 15 17 17 14 11 14 12 16 56 25 16 27 22 36 30 54 22 28 22 32 16 12 12 22 50 42 24 56 50 973 196 12 8 7

コラム13 宝永地震東洋町 14 88 13 23 17 12 17 19 13 9 12 13 22 13 26 26 39 64 13 14 32 38 28 13 2 20 16 32 28 30 42 14 58 28 28 40 916 203 13 9 10

コラム14 宝永下部湯之奥 111 43 12 6 18 11 9 8 5 15 1 20 10 20 12 33 26 14 14 20 48 24 28 14 20 8 8 18 18 18 26 30 10 24 34 736 110 14 8 7

コラム15 姫川真那板山 112 23 13 13 24 7 21 36 20 24 36 38 82 94 51 60 122 86 96 92 62 92 46 42 96 60 50 68 58 103 92 76 76 68 2,039 519 15 8 6

コラム16 姫川岩戸山 80 19 17 12 13 9 25 18 12 22 16 18 18 17 34 20 44 40 70 54 35 12 26 50 56 22 32 44 58 71 34 52 46 1,096 184 16 9 7

コラム17 梓川トバタ崩れ 8 94 21 25 15 23 27 20 17 28 25 32 32 21 28 52 28 56 100 26 66 30 28 32 28 38 36 72 62 184 50 46 58 1,350 506 17 6 6

コラム18 浅間山天明噴火 25 73 63 49 49 81 37 42 66 71 74 52 83 72 94 80 138 187 94 130 66 52 80 80 62 82 116 114 130 86 113 118 2,659 696 18 14 14

コラム19 浅間山天明泥流 6 134 57 28 37 37 24 51 81 96 48 105 55 78 116 94 144 66 114 76 54 96 96 123 120 206 224 294 128 126 152 3,066 828 19 12 14

コラム20 善光寺地震 159 49 25 14 13 17 23 24 34 17 54 46 46 86 80 90 32 18 32 44 24 44 30 40 60 68 20 101 56 1,346 258 20 8 8

コラム21 善光寺地震岩倉山 22 52 21 10 13 16 32 26 17 30 36 42 46 74 56 24 36 16 24 39 40 34 52 66 108 54 76 68 1,062 261 21 7 8

コラム22 飛越地震 20 115 18 28 18 36 37 25 30 50 44 30 38 52 54 36 46 38 30 38 22 52 36 76 46 42 58 1,115 354 22 14 11

コラム23 鳶崩れ 77 33 18 32 32 21 22 22 34 58 26 42 44 32 32 50 20 17 16 48 56 104 42 48 74 926 184 23 13 13

コラム24 富士山雪代 165 56 50 42 29 35 50 36 42 62 76 48 18 18 20 24 174 40 60 50 64 26 42 68 1,295 361 24 8 8

コラム25 石打・松之山 329 69 62 25 14 22 24 44 14 24 30 4 20 14 66 38 20 28 22 84 36 32 52 1,073 264 25 8 6

コラム26 安政地震 23 263 73 27 30 44 18 33 28 20 36 28 24 20 8 20 30 23 64 112 34 178 130 1,136 225 26 10 8

コラム27 周防大島 24 269 33 46 36 38 48 86 58 44 66 52 60 52 84 54 88 38 700 170 74 178 2,298 863 27 8 7

コラム28 明治紀伊半島災害 170 366 26 50 50 66 46 54 66 40 48 26 108 108 76 208 160 269 172 116 60 2,285 721 28 13 9

コラム29 四国東部天然ダム 245 38 38 53 62 56 34 48 38 34 32 22 36 44 64 48 112 106 44 38 1,154 357 29 13 13

コラム30 寛政西津軽地震 34 189 25 4 78 94 24 6 2 4 4 2 8 18 70 46 64 14 26 18 730 90 30 9 7

コラム31 天正地震 116 129 40 18 22 30 36 20 14 18 36 14 32 58 46 52 50 58 44 833 167 31 14

コラム32 濃尾地震直撃 221 122 38 32 46 48 34 32 40 18 32 28 78 44 96 24 58 58 1,049 225 32 14

コラム33 濃尾地震震後降雨 145 44 10 28 38 8 18 8 14 2 8 36 24 72 34 57 42 588 97 33 13

コラム34 大柳川 22 184 26 54 24 32 46 22 14 18 26 50 48 48 70 48 60 792 225 34 10

コラム35 稗田山崩れ 216 42 40 24 30 54 56 66 44 188 136 108 130 134 152 112 1,532 341 35 17

コラム36 安倍川中流・蕨野 14 214 50 42 26 42 14 18 24 42 55 64 120 68 107 144 900 174 36 12

コラム37 関東地震・横浜 98 144 22 78 20 47 58 34 30 34 42 54 32 294 50 1,037 329 37 12

コラム38 関東地震・横須賀 156 98 32 46 34 16 36 48 114 116 228 190 192 145 1,451 702 38 13

コラム39 関東地震・丹沢 6 234 28 34 24 34 40 22 32 56 90 72 116 106 894 238 39 15

コラム40 関東地震・小田原 78 46 56 36 24 24 38 70 44 88 66 112 82 764 187 40 14

コラム41 伊豆大島のびゃく 154 54 40 18 10 28 59 26 58 16 76 54 593 135 41 14

コラム42 東京山梨のびゃく 328 106 50 38 97 80 74 273 132 1499 196 2,873 1417 42 11

コラム43 神奈川千葉のビャく 321 110 90 58 159 136 552 268 830 248 2,772 1272 43 14

コラム44 カスリーン台風 100 24 34 60 72 180 86 118 72 674 193 44 13

コラム45 御岳崩れ 32 250 46 119 86 104 120 152 158 1,067 303 45 13

コラム46 広島災害伝説 16 278 100 50 2830 902 301 344 4,821 2023 46 14

コラム47 広島枕崎台風 8 152 42 376 312 232 150 1,272 457 47 13

コラム48 山際地すべり 252 98 46 38 32 466 71 48 12

コラム49 ドンドコ沢 94 34 22 150 19 49 22

コラム50 ピナツボ火山 118 94 12 224 13 50 26

コラム51 マヨン火山 155 70 225 6 51 15

コラム52 高知県中央部 108 108 13 52 15

577 238
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4月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 10月
2015年 2016年 2017年 2018年

月別アクセス数（2015年4月～2018年10月）



コラム別アクセス数（2015年4月～2018年10月）



主なコラム別のアクセス数の変化（2015年4月～18年7月）

4月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 10
2015年 2016年 2017年 2018年

コラム1 寺田寅彦

コラム3 北八ヶ岳

コラム1

コラム3

コラム5 バイオント

コラム5

コラム6 富士山噴火

コラム6

コラム7 島原大変

コラム7

コラム18 浅間山噴火

18

コラム19 浅間山泥流

19

コラム27 周防大島

コラム27

コラム28 紀伊半島

コラム28

コラム42 東京びゃく
コラム43 神奈川びゃく
コラム46 広島災害

42

コラム4643



深層崩壊推定頻度マップ
独立行政法人土木研究所
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11

赤城火山南麓の地震地形
と関連遺跡の分布
群馬県新里村教育委員会（1991）

弘仁九年（818）に発生した関東
諸国地震によって、赤城火山南麓
に無数の土石流が発生した。
埋蔵文化財の調査で平安時代の
多くの遺跡で、土石流堆積物に
覆われた地震痕跡が発見された。



12

広間地西遺跡で検出された地割れ
新里村大字武井字向赤坂

群馬県新里村教育委員会（1991）

弘仁九年（818）
大日遺跡の調査区北端で検出さ
された山崩れ堆積土

新里村大字奥沢字大日
中央に見られる黒色の水平ライン
が山崩れ発生時の地表面



北関東の主な降下火山灰（テフラ） 町田・新井（2003）より編集

浅間B軽石
AD1108年

榛名二ツ岳軽石
6世紀

赤城鹿沼軽石
4万年前

男体今市七本桜
1.2万年前



日光周辺の地形分類図（大谷川上流域） 井上（1993）

中禅寺湖

男体山

戦場ヶ原

東照宮

日光鉢石宿

大谷川

稲荷川

日向ダム

女峰赤薙山

華厳滝

荒沢

清滝

太郎山



日光周辺の地形分類図（大谷川下流域） 井上（1993）

今市

大谷川

古大谷川

日光鉢石宿

鬼怒川



16大谷川流域の地形分類図（井上ほか，1984-86）



•

大谷川流域の河床縦断面図 井上（1993）

中禅寺湖
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18
下野日光山之図（承応二年（1653），栃木県立博物館蔵）
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日光山大絵図（寛文三年（1663））
栃木県立博物館蔵



20稲荷川と大谷川合流点付近の比較図 （井上，1993，2006）

下野日光山之図（承応二年（1653）） 日光山大絵図（寛文三年（1963））
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寛文二年（1662）
の災害状況図
日光砂防事務所（1985）
井上（1993）



山内に続く石垣道
（井上撮影，2015年8月）

22

稲荷川に向かう道は
急崖で途切れている。
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日光市石屋町の龍蔵寺・
宇津野墓地の水難供養塔

井上撮影，2015年8月



24

大谷川流域の災害状況図
日光砂防事務所（1981），井上（1983）



大谷川流域の地形発達史年表（日光砂防事務所，1984，井上ほか，1985）
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コラム6 1707年の富士山宝永噴火
～長期間に及んだ土砂災害～
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用排水路の埋積被害(噴火後長期にわたる)

土石流危険渓流

土砂流出→河床上昇→堤防決壊→洪水氾濫(噴火翌年～)

大量の降砂による直接被害(降灰直後)

御殿場市



急峻な丹沢山
塊に降り積もっ
た砂が噴火後
流下。

↓

河床上昇

遠方に行くほど、
テフラ中の細粒
分が多くなる。

↓

多少の降雨

で流動

降灰と土砂災害の種類

層厚30～60cm 層厚15cm以上

土砂流出による人家

・道路・田畑の埋没

用排水路・田畑

の埋積

層厚60cm以上

高温の火山弾・
大量の軽石が
一面に降下し
堆積する。

家屋の焼失・倒壊

樹木・草本の枯死



伊奈神社（小山町須走） 伊奈半左衛門忠順



酒匂川の
氾濫実績図

富士山ハザードマップ検討
委員会第2回基図部会資料

（2002）

宝永五年六月二十二日(1708.8.8) 正徳元年七月二十七日(1711.9.9)

享和二年六月(1802.7)

享保十六年五月十五日、六月晦日

(1731.6.19,8.2)

金井島村→ ・
大口堤→
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富士山噴火
(1707)

酒匂川右岸における領主の変遷

宝永 享保 元文 寛保 延享

宝永五年出水
(1708.8.8)

正徳四年出水
(1714.4.24)

正徳元年出水
(1711.9.9)

享保十一年出水
(1714.4.24)

享保十六年出水
(1731.6.19,8.2)

享保十九年出水
(1734.9.4)

富士山ハザードマップ検討委員会第2回基図部会資料

金井島村(開成町)の年貢上納高の推移

◼ 噴火から10年はほとんど年貢が取れず、38年後の1745年で
も年貢米の収量が噴火前の1/3程度にしか回復しなかった。



山北町の旧版地形図 (国土地理院,明治20年(1887)測図,1/2万迅速測図



相模国足柄上郡山北村絵図（鈴木友徳氏蔵）
宝永噴火前，皆瀬川が山北町の中心部を通っている



天保七年（1836）相模国足柄上郡
山北村絵図（鈴木友徳氏蔵）



瀬戸堰取水口

と水路跡

富士砂防事務所（2003）



山北の市街地
と河村城址の
位置する小丘陵



発掘状況

2003年7月，井上撮影



天地返しの想像図(山北町教育委員会，土砂崩埋蔵作)



第１章 浅間山の噴火
第2章 鎌原土石なだれ
第3章 天明泥流
第4章 長野県側の天明

噴火に伴う土砂災害
第5章 慰霊碑でたどる災害

跡と救済復興事業
第6章 浅間山の火山防災

マップと防災対策
あとがきー謝辞
引用・参考文献 38

コラム18，19

1783年の浅間山
天明噴火と土砂災害
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天明三年（1783）浅間噴火に伴う堆積物と犠牲者の分布図

（古澤，1997，国土交通省利根川水系砂防事務所，2004）



｢吾妻川筋被害絵図｣ （群馬県境町，飯島栄一郎氏蔵）40



幕府勘定吟味役の根岸九郎左衛門
の『浅間山焼に付見聞覚書』（Ⅱ巻，
p.333）によれば、
「････一．此度浅間山焼にて、右
の通泥石等吾妻川并に利根川え押
開候儀何れﾖﾘ涌出候哉の段、右起
立の儀承糺候得共、浅間絶頂ﾆ有
之俗ﾆ御鉢と唱へ候所より涌こほ
れ候儀ﾆも可有御座、又は中ふくﾖ
ﾘ吹破候とも申候。何れとも取〆
り候儀も無之、浅間最寄の者ﾆ承
り候ても聢と仕候儀も不相分、其
砌命を失ひ不申様取急キ候て逃退
候を専一ﾆ存、悉ク見留メ不申段
申之者多く、此段全く実事と相聞
候。････」

地形分類図
井上（1993） 41



浅間山北麓の地質推定断面図（井上，2004） 42

吾妻川の河床縦断面図と天明泥流の流下断面
山田・他(1993b)，国土交通省関東地方整備局（2002）を一部修正



鎌原観音堂 43



唯一残された鎌原観音堂

鎌原村の悲劇

埋没階段の断面図

44

浅間の山麓に
位置する鎌原
村は真っ先に土
石なだれの襲
撃を受けました。

またたくまに土
石なだれに呑
み込まれ、高台
にあった観音堂
を残し、すべて
土砂に埋もれて
しまいました。



鎌原村の悲劇

約570名の村人の
うち、助かったの
はわずか93名で
した。

残された村人達は
元の場所に新しい
集落を築き、現在
に至っています。

埋没階段の下から

発見された白骨

45



常林寺発掘断面
（北東面）

46
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天明泥流に覆われた遺跡と泥流の到達範囲（長野原から吾妻渓谷）
群馬県埋蔵文化財調査事業団の報告書などをもとに作成



長野原町上湯原地区
観音堂

不動院跡地
49



吾妻渓谷 鹿飛橋
長さ15.5m，高さ22m（水面まで）

50

吾妻峡谷での堰上げ

吾妻渓谷は川幅が狭く、
泥流に含まれる木材や巨
礫、家屋などにより一時
的に堰き止められ、天然
ダムが形成された。
その後、再び決壊し、洪水
氾濫を繰り返しながら流
れ下った。
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中之条盆地
付近の絵図
による天明
泥流の復原

大浦瑞代（2008）



新幹線下の浅間石
（渋川市川島）

高さ4.4m，長径15.8m

52



利根川中・下流，江戸川沿いの天明災害供養碑の分布
大浦（2006）をもとに修正・追記

53



54東京両国・回向院



柴又帝釈天
（題教寺）墓地

関東大震災 天明三年慰霊碑
東京両国・回向院

柴又帝釈天
（題教寺）墓地 55
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57利根川流域の直轄砂防事業は明治15年（1882）に着手された



58
大谷川支川稲荷川流域の栃木県営砂防工事は明治32年（1899）に着手された



コラム37～40

『関東大震災と土砂災害』

口絵１～19 （カラー）

はじめに

第1章 地震の特徴

第2章 関東地震による土砂災害の全体像

コラム１ 寺田寅彦『災害は忘れられたる頃来る』

第3章 震災地応急測図原図と土砂災害

第4章 神奈川県西部の土砂災害と対応

第5章 根府川（白糸川）を歩く

第6章 神奈川県東部の土砂災害と対応
コラム2 フェリス女学院（2010）『関東大震災女学生の記録』

コラム3 直轄震災復旧砂防事業について

第7章 静岡県・山梨県東部，東京都西部の土砂災害

第8章 千葉県南部の土砂災害と対応
コラム4 自然災害などを題材とした小説

引用・参考文献
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A B C

K j I h g f e d c b a

▲

▲びゃく

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

関東地震による林野被害区域「山崩れ地帯」概況図と関東地震による土砂災害地点
井上編著（2013）：関東大震災と土砂災害に伊豆大島を追記， ▲びゃくを追記

▲
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コラム37～40

関東地震
コラム41～43

「びゃく」



大正12年（1923）9月
12～15日の連続雨量
（建設省土木研究所，1995）

大正12年（1923）8月31日
の日雨量 （井上1995）



神奈川県震災荒廃林野復旧事業図（1930），神奈川県森林再生課蔵



1/5万震災地応急測図「小田原」「松田惣領」



内田一正（1975）：
白糸川流域（根府川集落
と駅）の土砂災害状況図





南嶺（湯王）

北嶺

側面から見た大洞。両方の山体の東側は刃物で

切り取ったような形状である。

関東地震出の土石流の源頭は北嶺の斜面と推定されるが、

南嶺も過去に大崩壊を起こした可能性がある。

岩盤が露出した崖

13・4・13茅野撮影



国有鉄道熱海線白糸川上流・大洞の深層崩壊 （復興局，1927）

大洞崩壊地下部の流れ山地形 （2012年12月15日相原撮影）



根府川集落を埋没させた土石流（大震災写真帖,1927）





神奈川県東部の土砂災害分布図（井上，2003）



プールの逃避行ルート（赤線）と現地見学会ルート（緑線）



元町から浅間山に向う百段
（百段公園にある陶板写真）

震災後移設された百段
東側の尾根線に再建されている

百段のあった急崖で崩落した
急傾斜地崩壊対策事業を実施

井上撮影



写真左上 港の見える丘の急崖から
北東方向の埋め立て地を望む

写真左下 上記の急崖で崩壊対策
を実施中（2005年2月井上撮影）

写真右上 急崖部の上には県立近代
文学館が建設された



港の見える丘公園下の
斜面工事中の露頭写真

（茅野光廣提供）
ボーリング柱状図
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カスリーン台風時の3日間雨量（1947年9月13日～15日，群馬県，1950）

コラム44

カスリーン台風（1947）
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昭和22年（1947）カスリーン災害による被災概要図
（国土交通省利根川水系砂防事務所，2010，後藤，2012）
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赤城山周辺の
崩壊地分布図

紫色：崩壊地
緑線：国有林

群馬縣（1950）
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敷島村沼尾川における災害関連地名
（勢多郡敷島村大水害・災害調書，1947）

沼尾川の災害慰霊碑
と地蔵堂
1979年9月15日の
33回忌に建立
（2009年9月井上撮影）

住民902人中、死者31人
重軽傷者18人、
家屋156戸中、流失78戸
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赤城火山の火山活動・山体崩壊による
岩屑流堆積物によって、天然ダム形成
湛水高さ150ｍ，湛水量4.85億ｍ3

渡良瀬川流域の天然ダムと土砂災害地点
（渡良瀬川河川事務所資料）

赤城火山

草木断層

1895黒坂石
遭難者菩提碑

1949キティ台風
31名生き埋め

足尾台風（1902）
東村全体で死者6名・行方不明8名
全壊11戸，流失40戸，床上浸水227戸
宅地田畑・流失埋没7.35ha

山林原野流失21.5ha，埋没771ha

カスリーン(1947), アイオン 1948 )

キティ(1949)台風でも同様の被害

地すべり地形
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赤城火山の火山活動・山体崩壊によって
天然ダムは4.5－3.2万年前まで続く。
湛水標高380ｍ，高さ150ｍ，湛水量4.85億ｍ3

この天然ダムは消滅したが、低位段丘や
谷底低地に花輪などの集落が形成された
足尾台風（1902）とカスリン台風（1947），
アイオン（1949）などによって激甚な被害

赤城山の火砕流堆積物による天然ダムの範囲（渡良瀬河川事務所資料）


